
【参考】甲・様式 6 （履歴書） 
〔課程博士〕 

立命館大学 

履  歴  書 

フリガナ 

氏   名 
リツ メイ  タロウ 

立 命  太 郎   印 
＊ 押印のこと｡                    

 

生年月日

 
１９７９年 ４月 １日生 

＊ 生年月日は､西暦で記載する｡ 

 
本 籍 地 
 

 
 京都府 

＊ 都道府県のみ記載する。 
 

現 住 所  

〒525-8577 
滋賀県草津市野路東 1 丁目 1-1 
＊ 現住所は、都道府県市町村番地も記載する。     ℡（077）561―2617 

学    歴 
(高等学校以上) 

1997 年 3 月 私立立命館高等学校普通科 卒業 

1997 年 4 月 立命館大学文学部哲学科哲学専攻 入学 

2001 年 3 月 立命館大学文学部哲学科哲学専攻 卒業 

2001 年 4 月 立命館大学大学院文学研究科哲学専攻博士課程前期課程 入学 

2003 年 3 月 立命館大学大学院文学研究科哲学専攻博士課程前期課程 修了 

2003 年 4 月 立命館大学大学院文学研究科西洋哲学専攻博士課程後期課程 入学 

2006 年 3 月 立命館大学大学院文学研究科西洋哲学専攻博士課程後期課程 退学 

2006 年 4 月～2007 年 9月 立命館大学文学研究科 研究生 

2007 年 9 月 立命館大学大学院文学研究科人文学専攻博士課程後期課程 再入学 

2008 年 3 月 立命館大学大学院文学研究科人文学専攻博士課程後期課程 修了見込 

                             （または満期退学） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職    歴 
および 

研 究 歴 

2004 年 4 月～2006 年 3月 立命館グローバルイノベーション研究機構 RA  

＊ 職歴が継続している場合は、職歴欄の最後に「現在に至る」を記載する。 

備考  

 

ＳＡＭＰＬＥ

＊ 学歴は､高校卒業から記載。左側に年月、右側に学歴を記載する。 

＊ 最終学歴の記載は申請時期によって異なる。 

   ・在学期間中に学位取得できる場合 →「修了見込」 

   ・在学期間中に学位取得できない場合 

     標準修業年限以上在学したうえで、各研究科則に定める 

履修要件を満たし退学した者。→「満期退学」 

   ・再入学した場合は、再入学前を「退学」とする。 

＊ 休学期間は記載しない。 

＊ 研究生の経歴は、学歴欄に記載する。



【参考】甲・様式 6 （履歴書【漢字圏外国人用】） 
〔課程博士〕 

立命館大学 

履  歴  書 
※英語氏名の表記 RITSUMEI Taro Saionji（ファミリーネーム、ギブンネーム、ミドルネーム）

フリガナ 

氏   名 

リツメイ  タロウ 
RITSUMEI Taro  印 
＊ 押印のこと｡ 

生年月日 １９７９年 ４月 １日生 

本 籍 地 国名（中国、韓国など） 

現 住 所 

〒525-8577 
滋賀県草津市野路東 1 丁目 1-1 

＊ 現住所は、都道府県市町村番地も記載する。     ℡（077）561―2617 

学    歴 
(高等学校以上) 

1997 年 3 月 ○立○○高等学校○○科 卒業 

1997 年 4 月 ○○大学○○学部○○科○○専攻 入学 

2001 年 3 月 ○○大学○○学部○○科○○専攻 卒業 

2001 年 4 月 ○○○大学大学院○○研究科○○専攻博士課程前期課程 入学 

2003 年 3 月 ○○○大学大学院○○研究科○○専攻博士課程前期課程 修了 

2003 年 4 月 ○○○大学大学院○○研究科○○○専攻博士課程後期課程 入学 

2006 年 3 月 ○○○大学大学院○○研究科○○○専攻博士課程後期課程 退学 

2006 年 4 月～2007 年 9月 ○○大学○○研究科 研究生 

2007 年 9 月 ○○○大学大学院○○研究科○○○専攻博士課程後期課程 再入学 

2008 年 3 月 ○○○大学大学院○○研究科○○○専攻博士課程後期課程 修了見込    

（または満期退学） 

 
 

 
 
 
 
 
 

 

職    歴 
および 

研 究 歴 

2004 年 4 月～2006 年 3月 立命館グローバルイノベーション研究機構 RA  

＊ 職歴が継続している場合は、職歴欄の最後に「現在に至る」を記載する。 

備考  

 

ＳＡＭＰＬＥ

＊ 学歴は､高校卒業から記載。左側に年月、右側に学歴を記載する。 

＊ 最終学歴の記載は申請時期によって異なる。 

   ・在学期間中に学位取得できる場合 →「修了見込」 

   ・在学期間中に学位取得できない場合 

     標準修業年限以上在学したうえで、各研究科則に定める 

履修要件を満たし退学した者。→「満期退学」 

   ・再入学した場合は、再入学前を「退学」とする。 

＊ 休学期間は記載しない。 

＊ 研究生の経歴は、学歴欄に記載する。


